
令和７年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標

北井上中学校 校長 学力向上推進員

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】

◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み、学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

〇学習した内容についてテスト前に復
習を中心にまじめに取り組むことができ
る。
●自らの課題を見つけ，それについて
予習をしたり，目標に向かって主体的・
計画的に学習したりすることに課題が
ある。

・自分の学習課題に目標をもって，ICT
機器を効果的に使いながら，粘り強く取
り組むことができる。
・自分の学習の状況を振り返り，学習の
方法や時間を工夫して，家庭学習に取
り組むことができる。

・単元ごとに目標が達成できたかどうか
振り返らせ，学習の見通しを持たせる。
・日頃から生徒の実態に応じた効果的
な学習の方法を，学習活動全体で指導
する。
・継続して学習に取り組むことが困難な
生徒には，質問教室等を利用し，課題
や目標の達成に向けてﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞに支援
し，学習意欲を引き出すようにする。

・およそ70％の生徒が自分の学習課題
に目標をもって，ICT機器を効果的に使
いながら，粘り強く取り組むことができ、
60％の生徒が自分の学習の状況を振り
返り，学習の方法や時間を工夫して，家
庭学習に取り組むことができた。
・おおむね単元ごとの振り返りや学習の
見通しをもたせる指導ができ、継続して
学習に取り組むことが困難な生徒をﾎﾟ
ｼﾞﾃｨﾌﾞに支援し，学習意欲を引き出すよ
う指導できた。

・授業の振り返りや家庭学習による復
習を通しておよそ70％の生徒が基礎
的・基本的な知識・技能を身に付けるこ
とができ、半数以上の生徒が習得した
知識・技能を他の学習や課題でも関連
づけたり，まとめたりすることができた。
・朝学習においてタブレットのドリルや小
テストの反復学習ができたが、各教科
での活用は少なかった。
・必要に応じ、学習計画を変更すること
ができた。

・授業の振り返り、家庭学習における復
習が十分でない生徒に、個別の課題や
工夫した取組の指導を行う。
・授業において、ドリルによる反復学
習、小テストによる振り返りを充実させ
る。
・徳島版読解力について、すべての教
科で育成を進める。

・授業のめあてやスケジュールの提示
等、すべての生徒が見通しをもって取り
組みやすい授業を徹底し、主体的に学
習に取り組む態度のさらなる向上をめ
ざす。
・家庭学習についても主体的な取組が
向上するよう、指導を充実させる。

○主体的・対話的に学習に取り組む意欲を育てる指導の充実

○効果的なICTの活用を通した授業の充実 嶋田　聡 外山　和久

・身につけた基礎的な学習内容を生か
して，「なぜ」「～だから」という根拠を示
しながら自分の考えを表現することがで
きる。

・学習活動の様々な場面でICTを利用し
ながら，相互に意見を出し合う場を増や
す。そのとき根拠を示して自分の考えを
述べるよう助言する。

・半数以上の生徒で、身につけた基礎
的な学習内容を生かして，「なぜ」「～だ
から」という根拠を示しながら自分の考
えを表現することができた。
・いくつかの教科において、学習活動の
様々な場面でICTを利用しながら，相互
に意見を出し合う場を増やし、根拠を示
して自分の考えを述べるよう助言でき
た。

次年度における改善事項

校内や小中連携による授業参観や研究授業の実施など，様々な機会を捉え，取り組み状況の把握を行う。

・今年度末に導入されたタブレット端末
について、その利用が促進されるよう、
研究・研修を行う。
・すべての教科、ICTを活用し、根拠を
示しながら相互に意見を出し合う活動を
増やす。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

〇学習課題について，相手に伝わるよ
うに工夫して自分の考えをまとめて発
表することができる。
●根拠を明らかにして，筋道を立てて自
分の考えを表現するすることに課題が
ある。

次年度における改善事項

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇各教科の基礎的・基本的な知識・技
能を身につける課題に意欲的に取り組
めている生徒が多い。
●複数の基礎的な知識や内容を関連さ
せた文章を正確に読み取ったり，関連
づけたりすることに課題がある。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

・授業の振り返りや家庭学習による復
習を通して基礎的・基本的な知識・技能
を身に付けることができる。
・習得した知識・技能を他の学習や課題
でも関連づけたり，まとめたりすること
ができる。

・各教科でタブレットのドリルや小テスト
で反復学習を行う。
・他教科での学びを活かすことで多面
的理解を促す。
・必要なら学習計画を変更することなど
も考慮する。


